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　日本で 65 歳の医師ならば、上から手術

をのぞくような立場なのでしょうが、ドイ

ツでは、上に立つ人間は常に第一線にいる

ものなのです。

絵を描くことで
医師業との

バランスが取れている

退職後はどうされるご予定ですか？

　本来は2008年に定年退職したら、NGO

団体の「国境なき医師団」でボランティア

活動をしたいと考えていました。しかし、

アフリカに派遣されるケースが多く、英語

が必須で日常会話程度のフランス語も求め

られるということ、そして政情不安定な地

域へ赴くことに妻が反対したことから、断

念しました。ただ、ほかにも似たようなボ

ランティアの組織があるようなので、今情

報を集めているところです。

　あるいは、アーレンスブルク内に「無料

医療相談所」のようなものを作ろうかな、

とも考えています。お年寄りの多くは、相

談相手を求めているんですよね。開業医に

通院しても、面談時間はせいぜい 2、3 分

ですから。いずれにせよ、ボランティアの

ような形で医師を続けていきたいとは思っ

ていますが、まもなく68歳になりますので、

どの程度働けるかが問題ですね。

医師業の傍らで、個展を開くほど本格的に

絵を描かれていますね。

　絵画は10歳の頃から画家である叔父に

習い、大学生の頃には個展やグループ展を

よく開いていました。ポスターや雑誌の表

紙のイラストを描いて小遣い稼ぎもしてい

ました。ポスター1枚で1万円くらい。当時、

1カ月1万5000円で生活していましたか

ら、相当な額ですよね。絵で得た収入で好

きなお酒を飲んでいました。

　今も旅行の時は必ずスケッチブックを

持って行きますし、仕事が終わって家に帰

ると部屋にこもって描いています。僕は描

きたいテーマがあって描き始めるというよ

りは、気分に応じてモチーフを考えながら

描いていくスタイルです。

中島さんにとって、絵画はどのような存在

ですか？

　自分の内面を表に出すために必要な存在

です。絵画は医学とは全く違います。医学

はあくまで技術、知識が大前提ですが、絵

画では感性、感覚が求められますから。絵

を描くことで医師業とのバランスが取れて

いるのかもしれません。

人に対して
謙虚であることが大切

日本に帰りたいと思ったことはありません

でしたか？

　20年程前、このままドイツで暮らそうか

どうか悩んだことはありました。でも、僕

にとっては家族が一番大きな存在ですし、

今さら日本に帰っても……と思い、国籍を

ドイツに切り替えました。僕自身はどこで

も暮らせるような気がしているし、故郷と

いうのは家族がいる所だと思うのです。だ

から、日本の国籍を捨てるだとか、あまり

大げさには考えずにね。実際、ドイツ国籍

を持っていれば、身分証明書 1 つでヨー

ロッパ内を自由に移動できるなど、何かと

便利ですし。

ドイツが気に入っているのですね。

　ドイツは住みやすいと思います。街はき

れいだし、古いものを大切にする文化があ

ります。ごみごみとした日本の街には、も

う住めませんね。ただ逆に言えば、ドイツ

では家を 1 軒建てるにも、好き勝手にはい

かず、非常に細かい規則があります。だか

らこそ街がきれいなのですが、何にしても

規則・法律がものをいう、融通が利かない

社会だとは思います。

　それから、医師というのはドイツではあ

る程度、社会的地位の高い職業なので楽で

すね。馬鹿みたいだけど、ドイツ人ってそ

ういうところを大切にするんですよ。

逆に、ドイツに住んでいて見えてくる日本

の良い面、悪い面は？

　日本では、言葉で言わなくても伝わると

ころが良いですね。花を見て「ああ」と言

えば、日本人ならそれが「ああ、きれい」

と言いたいのだとすぐ分かりますが、ドイ

ツでは「ああ？ 何？」という反応が返って

きますから。

　それから食べ物。神戸牛のしゃぶしゃぶ

やふぐ刺しが懐かしいです！ とても繊細

な、ドイツにはない味ですよね。食べ物と

言えば、日本は食器も美しく、京料理など

も目で楽しむものですが、ドイツにそうい

う感覚はないでしょう。

　悪い面は、政治家の質の低さ。もう、毎

日インターネットで日本の情報を読んで、

腹を立てていますよ！

ご自身の健康法を教えてください。

　こればかりは医者の不養生で、自分の健

康にはあまり構わないというか。でも、週

末は近所の森を1時間程掛けて散歩してい

ますし、年に 2、3 回旅行に出掛けています。

これが一番の気分転換です。

　ただ、老化は感じますね。仕事でも、昔

なら手際良く進んでいた繊細な手術も、今

はできなくなっている。視力が衰えたこと

が大きな原因です。肉体的な老化は精神的

な老化と違って止められません。それをわ

きまえておかないと、外科医として高慢に

なってしまうと思います。

日本を出てドイツで生活する日本人に、メッ

セージをお願いします。

　どんなに長くドイツにいても、鏡を見れ

ば日本人です。人に対して常に謙虚である

ことが大切だと思います。

　僕は定年後もいくつかの病院から声が掛

かって、結局まだ働いていますが、辞める

際には「なぜ残らないのか？」と言われます。

これは、医師としてのレベルが認められて

いる証拠なのだと思います。そのためには、

医師としての勉強も怠りません。僕は、普

通の医師よりはるかに多く勉強してきた自

信があります。それが評価されてきたのだ

から、幸運ですね。

　僕たちは日本人です。人に厳しくするな

ら、自分にも厳しくする謙虚さが必要だと

思います。とはいえ、周りから「あいつは

威張ってる、厳しい」と言われる僕も高慢

ですけどね。

幼少時代、画家だった叔父さんと 1991年、グロースハンスドルフの病院にて

自身の経歴を振り返り、祖父も父親もその他多くの親戚も医師という医学一家に育ったということを、2008年に病院で行われた定年退職祝いにて、イラストを使って説明した

中島さんの絵画。感情が高ぶっているときは原色を使って大胆に、
落ち着いているときは細かいモチーフを丁寧に描くという


